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らは第 2次国民健康づくり運動（「アクティブ 80ヘルスプラン」）、2000(平成 12)年からは


















































































には落とし穴があると論じている。これに引き続き、1986(昭和 61)年 7月から 9月にかけ
て東京大学教育学部の武藤芳照らがエアロビックダンススクールのインストラクター161









































































































































































ロビクス 10年の『歴史』をふりかえる」45)、1996(平成 8)年に「10 年目にして初心にかえ
る ABC のエアロビクス」46)と題する特集を組み、エアロビックダンスの服装やプログラム
の変容について検討を加えながら、1980年代初めからのエアロビックダンスに関する出来
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年 4 月 22日に対面インタビューを実施） 
(2)古賀淳仁氏（フィットネスクラブ「ザ・スポーツコネクション」がオープンした当





(1)Kenneth H.Cooper(1968)AEROBICS.BantamBooks:New York;Kenneth H.Cooper(1970)The 
new aerobics.M.Evans:New York；Kenneth H. Cooper(1982)THE AEROBICS PROGRAM FOR 
TOTAL WELL-BEING.M.Evans:New York 








2）表は各章ごとに通し番号表 1、表 2…の形式で表し、本文中に掲載した。 
3）図は各章ごとに通し番号図 1、図 2…の形式で表し、本文中に掲載した。 
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し 1973年の第 1次オイルショック以降、業界は低成長時代に入り 1978年に倒産・閉鎖
のピークを迎え、1980年頃まで新規施設がほとんど見当たらない。その一方、エアロビ
ックダンス移入後、フィットネスクラブ新規数は 1981 年 11件、1982年 28件、1983年
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第 1節 ケネス・H・クーパーによるエアロビクス理論の提唱と普及 



















に 1 人が 60 歳前にはっきりとした冠状動脈脈疾患 3)症状を有するとされ、そのうち 40％
の人の要因が急性心筋梗塞であった 4)。企業は、冠状動脈疾患による死亡で毎年 194 億ド
ル相当の生産時間を失い、150 億ドルを疾病休暇に対する給料を支払っていた。さらに、
1953(昭和 28)年発行のアメリカ医師会雑誌『Journal of the American Medical Association』
に掲載された記事「朝鮮戦争で戦死した米兵の冠動脈疾患」5)によれば、米兵の 77.3％に
冠動脈硬化がみられ、これらの兵士の平均年齢は 22.1歳という若さであった。さらにその
後の研究では、冠動脈の硬化が 10歳代から起きることが判明した 6)。 
 1950 年代、心臓病の治療法と言えば、安静、運動制限、薬物による治療、そして外科
手術であった。また当時は予防医療にほとんど関心がはらわれていなかったため、事態は




のために大量の政府資金、民間資金が注ぎ込まれた。1950(昭和 25)年から 1970(昭和 45)


































































































第 2項 エアロビクス理論の誕生 
エアロビクス理論の創始者であるクーパー(図 1)は、1931(昭和 6)年にアメリカ・オクラ
ホマ州に生まれ、若い頃はオクラホマ州のマラソン選手として活躍した。1956(昭和 31)年














































































表 1 クーパーによる運動の分類※ 
 





























































表 2 12分間走行テストの基準表※ 
 






Ⅰ非常に貧弱 1.0 以下 28.0 以下
Ⅱ 貧弱 1.0 - 1.24 28.1- 34
Ⅲ 普通 1.25 - 1.49 34.1- 42
Ⅳ 良好 *1.50 - 1.74 42.1- 52































































タイムを基準として、体重１キロ、1 分間あたり消費した酸素消費量 7 ミリリットルの運




表 3 1マイル走行の得点と酸素消費量※ 
 
※Kenneth H. Cooper(1968)AEROBICS.BantamBooks:New York,p.97より作成 
 
この計算方法を用いることで、ランニングのほかの運動においても、同じ基準によって
得点を定めることができる。どんな運動でも体重 1 キロ、1 分あたり 7 ミリリットルの酸





表 4 サイクリングの点数表※ 
 




20:00 － 14:30 1 7
14:30 － 12:00 2 14
12:00 － 10:00 3 21
10:00 － 8:00 4 28
8:00 － 6:30 5 35
6:30 以下 6 42
29:00分以上 0点 30:00分以上 0点 40:00分以上 1点 50:00分以上 1点
19:59-14:30分 1点 29:59-21:45分 1.5点 39:59-29:00分 2点 49:59-36:15分 2.5点
14:29-12:00分 2点 21:44-18:00分 3点 28:59-24:00分 4点 36:14-30:00分 5点
1時間以上 1.5点 1時間10:00分以上 1.5点 1時間20:00分以上 2点 1時間30分以上 2点
59:59-43:30分 3点 1時間9:59分-50:45分 3.5点 1時間19:59分-58:00分 4点 1時間29:59分-1時間5:15分 4.5点
43:29-36:00分 6点 50:44-42:00分 7点 57:59-48:00分 8点 1時間5:14分-54:00分 9点
1時間40:00分以上 2.5点 1時間50:00分以上 2.5点 2時間以上 3点 1時間10:00分以上 3点
1時間39:59分-1時間12:30分 5点 1時間49:59分-1時間19:45分 5.5点 1時間59:59分-1時間27:00分 6点 1時間9:59分-1時間34:15分 6.5点
1時間12:29分-1時間 10点 1時間19:44分-1時間6:00分 10点 1時間26:59分-1時間12:00分 12点 1時間34:14分-1時間18:00分 13点
2時間20:00分以上 3.5点 2時間30:00分以上 3.5点 2時間40:00分以上 4点 2時間50:00分以上 4点
2時間19:59分-1時間41:30分 7点 2時間29:59分-1時間48:45分 7.5点 2時間39:59分-1時間56:00分 8点 2時間49:59分-2時間3:15分 8.5点
1時間41:29分-1時間24:00分 10点 1時間48:44分-1時間30:00分 15点 1時間55:59分-1時間36:00分 16点 2時間3:14分-1時間42分 17点
3時間以上 4.5点 3時間10:00分以上 4.5点 3時間20:00分以上 5点
2時間59:59分-2時間10:30分 9点 3時間9:59分-2時間17:45分 9.5点 3時間19:59分-2時間25:00分 10点

















表 5 5点に相当する運動種目の運動量と運動時間の比較 
 
 



















表 6 12分間走行テストⅠ級の人の体力調整プログラム 
（ウォーキングとランニングを用いた場合）※ 
 









1 1.0 ウォーキング 13:30 5 10
2 1.0 ウォーキング 13:00 5 10













7 1.0 ランニング 9:45 5 20
8 1.0 ランニング 9:30 5 20
9 1.0 ランニング 9:15 5 20
1.0 ランニング 9:00 3
1.5 ランニング 16:00 2
1.0 ランニング 8:45 3
1.5 ランニング 15:00 2
1.0 ランニング 8:30 3
1.5 ランニング 14:00 2
1.0 ランニング 8:15 3
1.5 ランニング 13:30 2
1.0 ランニング 7:55 3
1.5 ランニング 13:30 2
1.0 ランニング 7:45 2
1.5 ランニング 12:30 2
2.0 ランニング 18:00 1
1.5 ランニング 11:55 2


















表 7 12分間走行テストⅡ級の人の体力調整プログラム 
（ウォーキングとランニングを用いた場合）※ 
 









1 1.0 ウォーキング 13:30 5 10













6 1.0 ランニング 9:45 5 20
7 1.0 ランニング 9:15 5 20
1.0 ランニング 9:00 3
1.5 ランニング 16:00 2
1.0 ランニング 8:45 3
1.5 ランニング 15:00 2
1.0 ランニング 8:15 3
1.5 ランニング 13:30 2
1.0 ランニング 7:55 3
1.5 ランニング 13:00 2
1.0 ランニング 7:45 2
1.5 ランニング 12:30 2
2.0 ランニング 18:00 1
1.5 ランニング 11:55 2














表 8 12分間走行テストⅢ級の人の体力調整プログラム 
（ウォーキングとランニングを用いた場合）※ 
 



























4 1.0 ランニング 9:30 5 20
5 1.0 ランニング 9:15 5 20
1.0 ランニング 8:45 3
1.5 ランニング 15:00 2
1.0 ランニング 8:30 3
1.5 ランニング 14:00 2
1.0 ランニング 7:55 3
1.5 ランニング 13:00 2
1.0 ランニング 7:45 2
1.5 ランニング 12:30 2
2.0 ランニング 18:00 1
1.5 ランニング 11:55 2











表 9 生活環境・生活スタイルに合わせた週 30点の通常プログラムの例※ 
 
※Kenneth H. Cooper(1968)AEROBICS.BantamBooks:New York,p.100より作成 
 
表 10 中等症の心臓病患者のためのウォーキングプログラム※ 
 
※Kenneth H. Cooper(1968)AEROBICS.BantamBooks:New York,p.88より作成 
生活環境・
生活スタイル
運動項目 運動距離/回 運動時間/回 運動頻度
気の短い人 ランニング 1.5マイル 12分 週4回
ウォーキング 1マイル 19分 毎日往復　週5回 10点
水泳 1000ヤード 30分 月・水・金　週3回 18点
ゴルフ 18ホール 土　週1回 3点






足踏みかけあし / 10分 週6回 15点











週目 距離(mile) 運動種目 運動時間(min) 回数/週 点数/週
1-2 1.0 ウォーキング 20:00 5 /
3-4 1.0 ウォーキング 18:00 5 5
5-6 1.0 ウォーキング 15:00 5 5
7-8 1.5 ウォーキング 24:00 5 7.5
9-10 1.5 ウォーキング 23:00 5 7.5
11-12 1.5 ウォーキング 21:45 5 7.5
13-14 2.0 ウォーキング 29:30 5 10
15-16 2.0 ウォーキング 29:00 5 10
1.5 ウォーキング 28:00 3
2.0 ウォーキング 21:45 2
1.5 ウォーキング 28:00 3
2.0 ウォーキング 21:00 2
2.0 ウォーキング 28:00 3
2.5 ウォーキング 35:00 2
2.5 ウォーキング 35:00 4
3.0 ウォーキング 43:00 1
2.5 ウォーキング 34:30 3
3.0 ウォーキング 42:00 2
2.5 ウォーキング 34:00 3
3.0 ウォーキング 41:30 2
29-30 3.0 ウォーキング 41:00 5 30
31-32 4.0 ウォーキング 55:00 4 32
2.0 ウォーキング 24:00-28:59 8 32
3.0 ウォーキング 36:00-43:29 5 30
4.0 ウォーキング 48:00-57:59 4 32




























第 3項 エアロビクス理論の発展 
クーパーは自らの研究成果を世間に紹介するため、1968(昭和 43)年に最初の著書
『AEROBICS』を刊行した。エアロビクス理論が発表される以前、「有酸素的」、「好気性的」



















AEROBICS PROGRAM FOR TOTAL WELL-BEING』(1982(昭和 57)年)が刊行されるまでの間、エ
アロビクス理論がどのように変化してきたのかをたどっていきたい。 

















出版年 著者 書名 出版社
1968 Kenneth H. Cooper   AEROBICS M. Evans(New York)




aerobics for women M. Evans(New York)
1977 Kenneth H. Cooper the aerobics way M. Evans(New York)
1982 Kenneth H. Cooper
THE AEROBICS PROGRAM FOR
TOTAL WELL-BEING
M. Evans(New York)










表 12 男子 1.5マイル走行テストによる体力区分※ 
 










30歳以下 30-39歳 40-49歳 50以上
Ⅰきわめて貧弱 >16:30 >17:30 >18:30 >19:00
Ⅱ貧弱 16:30-14:31 17:30-15:31 18:30-16:31 19:00-17:01
Ⅲ普通 14:30-12:01 15:30-13:01 16:30-14:01 17:00-14:31
Ⅳ良好 12:00-10:16 13:00-11:01 14:00-11:31 14:30-12:01






表 13 30歳以下、体力区分Ⅰ、Ⅱ、Ⅲのウォーキングプログラム※ 
 
※Kenneth H. Cooper(1970)THE NEW AEROBICS.M. Evans:New York,p.53-54より作成 
 
週 距離（マイル） 時間(分) 回数/週 点数/週
1 1.0 15:00 5 5
2 1.0 14:00 5 10
3 1.0 13:45 5 10
4 1.5 21:30 5 15
5 1.5 21:00 5 15
6 1.5 20:30 5 15
週 距離（mile） 時間(min) 回数/週 点数/週
7 2.0 28:00 5 20
8 2.0 27:45 5 20











15 3.0 41:00 5 30
16 4.0 55:00 3 33
週 距離（mile） 時間(min) 回数/週 点数/週









12 3.0 41:00 5 30
13 4.0 55:00 3 33





9 3.0 41:00 5 30
















































1970(昭和 45)年までに『AEROBICS』、『THE NEW AEROBICS』の二冊が刊行されたが、これ
らはどちらも女性を対象としたものではなかった。しかし、女性には女性特有の事情と問
題があるため、女性から寄せられた質問や要望に応える必要が生じ、1972(昭和 47)年にク
ーパーは妻のミリーと共著で『aerobics for women』を刊行した 37)。ここでは点数表に初
めてスクウェア、ポルカ、ワルツ、モダン、ワツシ、ジャークなどを含むダンスの項目を




『the aerobics way』は、クーパーが 1971(昭和 46)年にオープンしたエアロビクス・セ
ンターでの研究、実践成果をまとめ、その内容を発表したものである。体力テストの場合




表 14 12分間走行・歩行テストの成績による体力区分(マイル) ※ 
 
※Kenneth H. Cooper(1977)the aerobics way.M.Evans:New York,p.88より作成 
 
13-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60歳以上
男 <1.30 <1.22 <1.18 <1.14 <1.03 <0.87
女 <1.0 <0.96 <0.94 <0.88 <0.84 <0.78
男 1.30-1.37 1.22-1.31 1.18-1.30 1.14-1.24 1.03-1.16 0.87-1.02
女 1.00-1.18 0.96-1.11 0.95-1.05 0.88-0.98 0.84-0.93 0.78-0.86
男 1.38-1.56 1.32-1.49 1.31-1.45 1.25-1.39 1.17-1.30 1.03-1.20
女 1.19-1.29 1.12-1.22 1.06-1.18 0.99-1.11 0.94-1.05 0.87-0.98
男 1.57-1.72 1.50-1.64 1.46-1.56 1.40-1.53 1.31-1.44 1.21-1.32
女 1.30-1.43 1.23-1.34 1.19-1.29 1.12-1.24 1.06-1.18 0.99-1.09
男 1.73-1.86 1.65-1.76 1.57-1.69 1.54-1.65 1.45-1.58 1.33-1.55
女 1.44-1.51 1.35-1.45 1.30-1.39 1.25-1.34 1.19-1.30 1.10-1.18
男 >1.87 >1.77 >1.70 >1.66 >1.59 >1.56















一定の割合で「持久力点数」を導入した 40)。表 15 に示したウォーキング・ランニングの
点数表をみると、1マイルの距離を 20分から 15分以内で走った場合の得点は 1点だが、2
マイルの距離を 40分から 30分以内に完走した場合に得られる点数は 2点ではなく 3点で
あった。この中の 1点が、「持久力点数」として加算されたものである。 
 
表 15 ウォーキング・ランニング点数表の一部（持久力点数も加算したもの）※ 
 
※Kenneth H. Cooper(1977)the aerobics way.M.Evans:New York,pp.228-229より作成 
 
プログラムの構成に関して、対象年齢段階に 60歳以上が加えられ、プログラムの期間は
体力区分と関係なく、年齢が高くなるほど週 30 点に達するまでの時間が長くなり、30 歳
未満と 30-39歳は 12週、40-49歳は 14週、50-59歳は 16週、60歳以上は 18週になって






時間(min) 点数 時間(min) 点数
>20:0１ 0 >40:01 1
20:00-15:01 1 40:00-30:01 3
15:00-12:01 2 30:00-24:01 5
12:00-10:01 3 24:00-20:01 7
10:00-8:01 4 20:00-16:01 9
8:00-6:41 5 16:00-13:21 11
6:40-5:44 6 13:20-11:27 13




表 16 30歳以下と 50-59歳の人のための体力調整プログラム※ 
 
※Kenneth H. Cooper(1977)the aerobics way.M.Evans:New York,p.95；p.112より作成 
 




については、エアロビックダンスの平均的な消費エネルギーが 30 分で 6 点、45 分間の標
準的なダンスレッスンで 9 点と推定されたが、時折、脈拍を確認し、1 分間で 130 に達し
週 距離(mile) 時間(min) 回数/週 点数/週 週 距離(mile) 時間(min) 回数/週 点数/週
1 2.0 35:00 3 9 1 2.0 32:00 3 9
2 2.0 34:00 3 9 2 2.0 30:30 3 9
3 2.0 33:00 3 9 3 2.0 27:00 3 15
4 2.0 32:00 4 12 4 2.0 26:00 3 15
5 2.0 31:00 4 12 5 2.0 25:00 3 15
6 2.0 30:00 4 20 6 2.0 24:30 3 15
7 2.0 29:00 4 20 7 2.0 24:00 3 21
8 2.0 28:00 4 20 8 2.0 22:00 3 21
9 2.5 34:00 4 26 9 2.0 21:00 3 21
10 2.5 33:00 4 26 10 2.0 19:00 3 27
11 3.0 42:00 4 32 11 2.0 18:00 4 36
3.0 41:00 4 32 2.0 <17:00 4 36
2.5 33:00 5 32.5 2.5 <22:00 3 34.5
週 距離(mile) 時間(min) 回数/週 点数/週 週 距離(mile) 時間(min) 回数/週 点数/週
1 1.5 29:30 4 8 1 2.0 36:00 3 9
2 1.5 28:00 4 8 2 2.0 34:00 3 9
3 1.5 26:00 4 8 3 2.0 32:00 3 9
4 2.0 36:00 4 12 4 2.0 30:00 3 15
5 2.0 35:00 4 12 5 2.0 29:00 3 15
6 2.0 34:00 4 12 6 2.0 28:00 3 15
7 2.0 32:00 4 12 7 2.0 27:00 4 20
8 2.0 31:00 4 12 8 2.0 26:00 4 20
9 2.5 38:30 4 16 9 2.0 25:00 4 20
10 2.5 37:45 4 16 10 2.0 24:00 4 28
11 2.5 37:00 3 19.5 11 2.0 23:00 4 28
12 2.5 37:00 4 26 12 2.0 22:00 4 28
13 3.0 44:00 4 32 13 2.0 21:30 4 28
14 3.0 43:00 4 32 14 2.0 21:00 4 28
15 3.0 43:00 4 32 15 2.0 20:30 4 28
3.0 42:30 4 32 2.0 20:00 4 36



























『THE AEROBICS PROGRAM FOR TOTAL WELL-BEING』
（1982年）
ランニング ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
ウォーキング ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
スイミング ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
サイクリング ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
フェンシング ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
ゴルフ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
その場駆け足 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
縄跳び ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
ローイング ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
アイススケート・ローラースケート ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
スキー・水上スキー ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
サッカー ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
テニス ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
バレーボール ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
ラクロス ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
ハンドボール ◯ ◯ ◯ ◯
スカッシュ ◯ ◯ ◯ ◯
バスケットボール ◯ ◯ ◯ ◯
フットボール ◯ ◯ ◯
レスリング ◯ ◯ ◯
ホッケー ◯ ◯ ◯ ◯
バドミントン ◯ ◯ ◯ ◯
階段上り ◯ ◯ ◯



















表 18 点数の計算法の例※ 
 









表 19 各運動種目による体力調整プログラム※ 
 




















    
  
 1.5＝4.5点
週 時間(分) 回数/週 点数/週 週 距離(マイル) 時間(分) 回数/週 点数/週 週 心拍数(回/分) 時間(分) 回数/週 点数/週
1 30:00 3 0 1 2.0 34:00 3 12.2 1 120-130 15:00 3 9.0
2 30:00 3 0 2 2.0 32:00 4 18.0 2 120-130 21:00 3 12.6
3 30:00 3 0 3 2.0 30:00 5 25.0 3 130-140 21:00 3 12.6
4 45:00 3 0 4 2.5 38:00 5 31.8 4 130-140 27:00 3 16.2
5 45:00 3 0 5 2.5 37:00 5 33.2 5 140-150 27:00 3 16.2
6 45:00 3 0 6 2.5 36:00 5 34.6 6 140-150 36:00 3 21.6
7 20:00 4 12 7 3.0 45:00 5 40.0 7 150-160 36:00 3 21.6
8 25:00 4 15 8 3.0 44:00 5 41.3 8 150-160 45:00 3 27.0
9 30:00 4 18 9 3.0 43:00 5 42.9
10 40:00 4 24 10 3.0 42:00 4 35.4
11 45:00 3 27









































31.7％も減少した企業もあった 51)。1976(昭和 51)年 10月にタイラーコーポレーションが




で 800～1000万人と推定された 53)。ダラスのエアロビクス・センターでも、毎日 800人の
人々が 1500 マイル以上走った 54)。そのほか、テニス、ラケットボール、サイクリング、
スキー、スイミングなどの有酸素運動も盛んになり、政府の体力づくり委員会の調査では、
1974(昭和 49)年に 6000 万人ものアメリカ人が運動を楽しんだとの結果が得られ、同年に
大統領の体力づくり諮問委員会が行った調査でも、全米で 6000万人もの人々が何らかの運
動を日常生活に取り入れていることが明らかにされた 55)。1960(昭和 35)年以後、心臓疾患
による死亡者数は 14％減少し、アメリカ人の平均寿命は 1970(昭和 45)年の 70.9 歳から



























第 2節 エール・ソーレンセンによるエアロビックダンスの考案と進展 










































































したレコードとテープが講習会だけでなく、AAPHERD(American Alliance for Health、






















た。まず、1975(昭和 50)年頃から、会社は YMCA との関係が悪化しはじめた。営利を目的
としてクラスを経営していくという ADIの希望に対し、YMCAが非営利を主張したため、会
社の利益が制限され、YMCAのインストラクターへのコントロールが利かなくなった 86)。そ

























































































ランジ・フォワード フォーステップ ツーステップ・プリゼント ニーリフト
ウォーク・アンド・クラップ
チャールストン チャールストン・ウォーク ステップアウト・クロスオーバー ブレイク・スロー
ニーリフト ヒットヒール・ホッピング
ランジ・サイド ハッスル・ジョグ フォーステップ・クラップ スーステップ・クラップ
シザー・ダブル ジャンピング・ジャック ニーリフト・ヒッピング ブレイク・スロー








ストレット・アラウンド・スウェイ ランジ・フォワードープリゼント ロッキング・ファンテン ジョグ－ストレッチ
ブレイク・スロー
ブレイク・コンボ








ジョグ・ワイバー ニーリフト・ホッピング キックロー・ホッピング ゲットイット・オールツギャザー・コンボ








































































































































運動時目標脈拍数 108)の目安は表 22のように計算された。最初の 12週間は目標脈拍数の
前半の範囲内に抑え、またどの範囲に属しても、最初の 2週間は慎重を期して 140以下に







表 22 安静時脈拍数と運動時目標脈拍数の目安（毎分）※ 
 
※ Jacki Sorensen(1982)JACKI SORENSEN'S AEROBIC DANCING.Mirus 
Music,Inc.:Cleveland,p.2より作成 
 
安静時脈拍数 30歳以下 31－40歳 41－50歳 51－60歳
50-51 137-195 131-185 128-180 125-175
52-53 138-195 132-185 129-180 126-175
54-56 139-195 133-185 130-180 127-175
57-58 140-195 134-185 131-180 128-175
59-61 141-195 135-185 132-180 129-175
62-63 142-195 136-185 133-180 130-175
64-66 143-195 137-185 134-180 131-175
67-68 144-195 138-185 135-180 132-175
69-71 145-195 139-185 136-180 133-175
72-73 146-195 140-185 137-180 134-175
74-76 147-195 141-185 138-180 135-175
77-78 148-195 142-185 139-180 136-175
79-81 149-195 143-185 140-180 137-175
82-83 150-195 144-185 141-180 138-175
84-86 151-195 145-185 142-180 139-175
87-88 152-195 146-185 143-180 140-175










































































































































ステップ1：上体を起こす(1) ステップ2：上体を起こす(2) ステップ3：腹筋ゆるめ(1) ステップ4：自転車ごき ステップ5：腹筋ゆるめ(2)
ステップ6：脚を上げて上体起こ
し
ステップ7：腹筋ゆるめ(3) ステップ8：ハサミ式キック ステップ9：腹筋ゆるめ(4) ステップ10：上体をひねる
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動を実施することである(Kenneth H. Cooper(1982) THE AEROBICS PROGRAM FOR TOTAL 
WELL-BEING.M.Evans:New York,p.125) 






113) Beth S. Swanson（1996）A History of the rise of aerobics dance in the United 



















126） The Workout.Inc(1981)Jane Fonda’ s WORKOUTBOOK by Jane Fonda. Simon and 
SchusterInc: New York 
127）ジェーン･フォンダのビデオ売り上げについては、1982 年の「ジェーン･フォンダの
ワークアウト」70万本以上、1985年の「ジェーン･フォンダのニュー・ワークアウト」










































第 1 節 エアロビックダンス受容の社会的背景 
第 1 項 レジャー活動の受容のための社会・経済的背景 
1970年代、高度経済成長期後、女性を含む日本人のレジャー活動が活発になり、スポ
ーツをすることが多様なライフスタイルを実現する手段となった。 


































































合計 9,681,360 11,015,819 12,608,940 14,551,110 17,090,510 19,491,604 22,854,278 25,264,408 27,942,131
創作・趣味 334,149 370,800 422,909 506,203 637,411 704,624 807,277 869,965 948,688
けいこごと 12,893 13,305 13,462 13,854 15,083 17,239 17,877 20,186 22,474
学習活動 608,697 609,775 805,971 839,299 1,083,548 1,377,685 1,524,458 1,665,730 1,786,451
鑑賞 1,435,351 1,550,378 1,766,288 1,958,027 2,042,979 2,023,532 2,763,247 2,954,105 3,217,525
ゲーム 581,407 657,384 746,000 906,209 1,070,037 1,167,374 1,260,549 1,421,818 1,627,793
ギャンブル 452,654 527,326 610,731 804,048 966,252 1,040,217 1,108,336 1,218,951 1,334,524
移動 2,535,492 3,045,040 3,472,962 4,255,158 5,406,710 6,305,325 7,349,420 8,294,894 9,371,228
スポーツ 384,506 587,850 745,459 595,050 505,732 528,921 607,621 686,114 741,270
つきあい 2,924,162 3,108,240 3,459,332 3,946,250 4,507,969 5,344,514 6,310,567 6,927,264 7,550,908
装身具 289,184 338,627 419,871 555,263 672,304 772,953 872,510 961,186 1,081,967













































表 2 運動不足の要因による主な疾病の受療人口(10 万)※ 
 

























糖尿病 13 34 64 87 103
高血圧性疾病 130 244 343 475 473
虚血性心疾患 34 64 49 74 106
脳血管疾患 28 69 118 158 221

































































































ともあれ 1960－70年代の間に、表 4 に示したものを通してアメリカにおけるフィット
ネスに関する概念が徐々に日本へ紹介されるようになった。 
 





















1964 運動とフィットネス－JOHPERVol35No.5より 石川旦訳 体育の科学,14(9):pp.541-543

























































































第 2 節 フィットネスとしてのエアロビックダンスの受容 



































































表 8 1970年代にエアロビクス理論を紹介した新聞・雑誌の記事一覧 
 
 









1978年3月 エアロビクス"の検討-体力区分について 石井喜八、入川松博 日本体育大学紀要,(7):pp.81-87


















































































人だった青梅マラソンが、1976年の大会では全種目 7813 人、その中 30 キロ出走する人














れ、1981(昭和 56)年 4 月に初めてエアロビックダンシングが紹介された 72)。1983(昭和














   






























1973 11月18日朝刊18面 市民の体育 見直された体づくり 自転車も静かなブーム
1976 4月13日朝刊4面 市民マラソンの落とし穴 医学と連携まだ糸口 自分のペースを乱せば危険
1977 1月16日朝刊5面 エアロビクスとは
1977 10月8日朝刊5面 体育を日常生活に生かそう 用具や広場、必ずしも必要ではない













1981(昭和 56)年 9 月に朝日新聞の紙上で、図 3 に示したとおり、「クーパー講演会」、
「エアロビクス研修セミナー」、「女性のためのエアロビクス・ダンス」から構成された
「朝日エアロビクス・セミナー」の開催を予告し 81)、開催前の 11 月 3日、4日には、池
田がクーパーをインタビューするかたちで、エアロビクス理論誕生の背景や内容、影響
について詳細に聞き出した内容を「エアロビクス・スポーツ創始者 クーパー博士に聞く」
82)と題して 2 回にわたって紹介している。 
 
 
図 3 「朝日エアロビクス・セミナー」の開催を掲載した朝日新聞の記事※ 















図 4 東京・築地の朝日ホールでエアロビックダンスを指導する 
エイミー・ジョーンズ（中央）と参加者たち※ 
※ハートフィールド・アソシエイツ編集者(1991)From 1981 to 1991 日本のエアロビク
スの歩み.フィットネスジャーナル,5(12):p.8より転載 
 




















第 3 節 ビジネス戦略としてのエアロビックダンスの受容 























図 5 アメリカのザ・スポーツコネクションのパンフレット 
 
 
写真 1 瀬田にあるザ・スポーツコネクションの外観※ 
























写真 2 「ザ・スポーツコネクション」に設けられたエアロビックダンススタジオ※ 








が似合いそうな雰囲気」が醸されたのである 100)。  
 
 
写真 3 廊下に設置されたテレビ画面でスタジオの様子が見える※ 






































当時、スタジオ NAFA の運営母体がファッションメーカーJUN だった。「エアロビサイ
ズ」が第一企画によって TBSで放映される前、刺激の強い場面をカットし、動きに説明

































図 7 NAFAのパンフレット※ 
※細貝康(1982)健康ダンス人気 N0.1 エアロビクスの仕掛け人.創,12(10):p.116 より転
載 
 
10 月 12 月に行われたスタジオオープンのデモンストレーションでは、アメリカから
本場のインストラクターが招聘され、エアロビックダンスを披露した。「募集を開始した
















OL が圧倒的で、モデル、タレントも多く、年齢層は 20年代前半から 30年代前半が主流




図 8 NAFAのレッスン風景※ 













図 9 NAFAのメンズクラス※ 








第 2 項 「エアロビサイズ」の放映 















































この番組は 1981(昭和 56)年春から 12 月にかけて NBC の全米ネットワーク番組
「TOMORROW SHOW」で放送され、反響を呼んだ 126)。 

















こうして、1982(昭和 57)年 3月からスポンサー不在のまま TBSテレビで放送が開始さ
れた「エアロビサイズ」は、6 月から大塚製薬をスポンサーに迎えることとなった。そ
の後、「エアロビサイズ」は東京、大阪、名古屋、福岡の 4都市での放送を開始させ、さ


















ローガン「AEROBICS C is BEAUTIFUL」が作られた。そして「C」を「オロナミン C の C」、







図 11「オロナミン Cエアロビクスキャンペーン」のスローガン※ 
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サン」、「女性自身」の 5誌に計 6 回の図 13 のような広告が掲載された 148)。またオロナ












図 14 オロナミン Cの取り扱い店舗に張っていた宣伝ポスター※ 
※細貝勝(1982)健康ダンス人気 NO1エアロビクスの仕掛人.創,12(10):p.113より転載 
 
7 月 31日、8月 1日の 2日間にわたり、品川プリンスホテルで行われた「エアロビク
ス・スクール」において、前半 20 分間に、MC がエアロビックダンスの効果について紹
117 
 






















表 10 「オロナミン Cエアロビクスキャンペーン」について伝えた記事一覧 
 
 




























1982年7月30日 デイリースポーツ エアロビクス・ダンス 樋田敦子記者が挑戦
1982年7月30日 デイリースポーツ インストラクター　キビキビ体でエアロビクス・ダンス
1982年7月31日 デイリーゲンダイ お父さんもごいっしょにプリンプリンの若い指導員と


























































4）Laura Spielvogel(2003)Working out in Japan-Shaping the Female Body in Tokyo 































































51）Kenneth H. Cooper(1970)THE NEW AEROBICS．M.Evans and Company,Inc.:New York 
















































77）ハートフィールド・アソシエイツ編集部(1991)FROM 1981 TO 1991 日本エアロビク
スのあゆみ.フィットネスジャーナル,6(1):p.8 
78）沢井史穂、高順姫、武田美智子その他(1999)新・エアロビックダンスエクササイズ
の実技指導 指導理論の A to Z(改訂版).日本エアロビックフィットネス協会:東
京,p.5 





































































































138) オロナミン Cエアロビクス実行委員会（1982）オロナミン Cエアロビクスキャンペ
ーン実施概要.両角から提供:p.7 
139) オロナミン Cエアロビクス実行委員会(1982)「エアロビクス・オピニオン・コンサ















































第 1 節 エアロビックダンスブームの実際 





























































































たが 2）、スポンサー企業による提供期間の延長が決定したため 3）、10 月の「エアロビサイ
ズ」の放映終了後は、第二弾として第一企画が自社で撮影したエアロビックダンスの番組




男女 8 人であった。撮影現場では、図 1に見られるようにインストラクターらが男女を問
わず、体にぴったりするレオタードとレッグウォーマーを着用し、セクシーな演出をして
いた。その映像を収録したビデオが「エアロビサイズ」に引き続きテレビで放映されたほ





図 1「エアロビクス」の撮影現場と様子(1982 年) 
 
 





を週 5 回、毎回 4分間放映した 5）。その内容をレコード化したものは、トリオという会社
によってすぐに発売された 6)。フジテレビも同様に、昼の情報番組「ワイドワイドフジ」




































































表 2 1979-1982年にエクササイズの練習服としてのレオタード姿が掲載された記事一覧 
 
 
表 3 1979-1982年にレオタードが用いられ雑誌に掲載された広告一覧 
 
発行年月 記事タイトル エクササイズ 出典
1979年6月 ディスコダンススクール ディスコダンス anan,10(11):p.143
1979年11月 モダン・ダンス志願 モダンダンス anan,10(28):pp.33-35
1980年3月 減量　バレエ体操でからだを"しめる” バレエ体操 anan,11(7):p.69
1980年3月 アンアンで募集した30人のフィットネス実験レポート バレエ、ジャズダンス anan,11(6):pp.140-145
1980年8月 シエイプ・アップ体操正誤チェック シエイプアップ体操 CanCam,1(9):p.119
1980年8月 私たち減量実験中！5人の実例現場レポート ヨガ、ジャギーダンス anan,11(21):pp,89-93
1980年10月 蜂巣美和子さんの70日間減量実験レポート・20日 ジャギー anan,11(28):p.57
1981年4月 松原みき　バストが気になるレオタード ジャズダンス 週刊明星,24(16):p.86
1981年12月 連載4 ジャギーを始めませんか 指導＝中川裕季子 ジャギー JJ,7(12):pp.239-241
1982年1月 本格ジャズ・ダンス入門 ジャズダンス CanCam,1(1):pp.194-197
1982年1月 魅力のインストラクター　ジャズダンス ジャズダンス CanCam,1(1):p.181
1982年1月 好きなレオタードが着れて、しかも… ジャズダンス CanCam,1(1):p.199
1982年3月 これから始めるジャズダンス ジャズダンス JJ,8(3):pp.239-241
1982年3月 出産後の体形を無理なく、いかに元に戻すか。 体操 クロワッサン,6(5):pp.31-31
1982年4月 本格ジャズダンス入門 ジャズダンス CanCam,1(4):pp.194-197
1982年4月 本格ジャズ・ダンス　ブロードウェー ステップ ジャズサイズ Can Cam,1(4):p.200
1982年4月 美しいボディーラインをつくる 体操 Can Cam,1(4):p.235
1982年4月 なつかしのフラフープでウエストすっきり! フラフープ クロワッサン,6(7):p.109
1982年4月 いま、ジャズダンスにバイブルが生まれた ジャズダンス クロワッサン,6(8):p.104
1982年5月 えっ ヨガをダンスで!? ヨガ Non.no,12(8):p.152
発行年月 記事タイトル 商品・企業 出典
1979年12月 漢方製剤　バゼットピンク 便秘薬 anan,10(31):p.93
1979年12月 はりつめた心は、いつも美しい レオタード販売店 anan,10(30):p.40
1980年10月 ホットアスレチック レオタード販売店 anan,11(28):p.56
1980年10月 愛子、きらめく フィッティーヌ。 レオタード販売店 anan,11(28):p.6
1981年8月 美しさはテイタス トータルエステティックサロン JJ,7(8):p.148
1981年8月 シェイプアップ作戦に…新しいレオタードで 美容室 JJ,7(9):p.193
1981年8月 貯蓄計画　お手伝えします 銀行 JJ,7(11):p.298
1982年1月 ジュースをはいて立つと、人よりたくさんの夢が見られます レオタード販売店 CanCam,1(1):p.114
1982年1月 シェイプアップ作戦に…新しいレオタードで！ レオタード販売店 JJ,8(1):p.285
1982年2月 トリートメントはドレッサー トリートメント、髪ローション クロワッサン,6(4):p.66
1982年2月 おはようの笑顔は、おやすみ前の1～2錠。 便秘薬 Non.no,12(3):p.176
1982年4月 ハートのぜい肉をおとしたらゆとりが生まれました 冷蔵庫 クロワッサン,6(7):p.143
1982年4月 フルーツ　カルピス　レオタードプレゼント カルピス飲料 クロワッサン,6(8):p.141
1982年5月 チャコット・ステージ　ファッション レオタード販売店 クロワッサン,6(10):p.121
1982年5月 スコッチ軽やか　リーフパイ アップル・ストロベリーパイ クロワッサン,6(9):p.88
































   







































この夏 海でも山でも街でも 女の子の開脚度は180度!!! 最後のトドメはエアロ
ビック・ダンスで決まりね
プレイポーイ,(30):p.32























































































表 5 1982(昭和 57)年に東京都内でエアロビックダンスを提供した施設※ 
 
名称 場所 名称 場所
スたジオNAFA 原宿 主婦の友文化センター 御茶ノ水
スタジオR 原宿 アートセンター　シルクハット 大久保
原宿ダンス・アカデミー 原宿 東京アスレテッククラブ 中野
原宿ボディースクール 原宿 丸井エルの会 中野
コンディショニングセンター代々木 代々木 読売日本文化センター 荻窪
ワークアウト 渋谷 サンテ・ダンセ赤坂・東十条スタジオ 東十条
マキ・レディース・トレーニングルーム 渋谷 三愛カレッジ 五反田
ルネサンス・カルチャースクール渋谷 渋谷 足立区城北青年会 五反野
東京芸術学院 西新宿 ルネッサンスカルチャースコール葛西 西葛西
新宿アロービックセンター 新宿 佐藤実千代ビューティー・トレーニングルーム 亀戸
朝日カルチャーセンター 新宿 玉川高島屋ショッピングセンター　コミュニティクラブ　玉川 二子玉川
新宿セブンシティ 新宿 ザ・スポーツコネクション 瀬田
伊勢丹クローバーサークル友の会 新宿 近鉄アカデミア武蔵野 吉祥寺
レマン・ヘルシースタジオ 新宿 吉祥寺パインクレスト・アスレティッククラブ 吉祥寺
カトレア・レディースクール 銀座 吉祥寺コミュニティカレッジ 吉祥寺
ルネサンス・カルチャースクール銀座 銀座 青山ヘルシイスタジオ 外苑前
スタジオ一番街 六本木 法村友井バレエスタジオ 青山
日活スポールクラブ 六本木 東京ユニオンチャーチ 表参道
フランシスカンチャペルセンター 六本木 ドウ・ラサ　芸術アカデミー 四谷三丁目
スウェーデンヘルスセンター　フォアレディース 六本木 サンテ・ダンセ赤坂　赤坂スタジオ 赤坂見附
東武カルチュアセンター 池袋 三越文化教室 日本橋
サンシャイシティ・文化センター 池袋 日本橋高鳥屋スタジオ5クラブ 日本橋






















図 8 日本にある「ワークアウ卜」で指導されたエアロビックダンス※ 



























































1983 年 12 月にはエグザス青山がオープンし、カジュアルなスタイルの総合フィットネス





もすさまじいものがあり、1984 年 4 月の時点で全国に 10 店だったが、その後立て続けに










図 10 エクササイズマシンが併設されたエグザス青山のスタジオ※ 










第 2 節 エアロビクス理論からの乖離 



































ために日に 3～4 レッスンをこなすインストラクターもいた 60)。軽度の痛みや、疲労骨折
の可能性があるにも関わらず、多少の無理をしてレッスンを続行し、適切な自己管理がで
































































出版年次 書名 著者 出版社 著者所属














  持久力が向上し、丈夫な体になる    10 
  宇宙飛行士の基礎トレーニング     11 
  世界中で大流行のエアロビクス・ダンス 11 
 今、米国はエアロビクス・ダンス一色・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 
 エアロビクスの驚くべき効果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14 
  心肺機能を高める           14 
  クーパー教授の報告          15 
  体力の衰え始めた人にピッタリ     16 





































ダンス」を考案し、「2週間で 3 キロ減量・エアロビクスプログラム」を組み立てている。 



































































































































































































































































































































































図 12 第 1回ドールカップでインストラクターに合わせた規定演技※ 




























1985(昭和 60)年 6 月､FIA/USA の主催によって世界で初めての国際大会がサンフランシ







された。妊婦から最年長 60 歳の年配者まで約 500 人の応募者が参加し、選抜されたミス







また、1986(昭和 61)年 4 月には、図 14 に示した第 1 回全日本エアロビックチャンピオ
ンシップが東京有楽町で開催された。この大会では菊池孝、菊池貴美子夫婦がそれぞれ優




図 14 第 1回全日本エアロビックチャンピオンシップの様子※ 

















































ちょうど同じ時期、1986(昭和 61)年 7月から 9月にかけて東京大学教育学部の武藤芳照、





















































1985(昭和 60)年に発行された「Fitness news」誌に「エアロビクス・エクササイズ 成
功にはトラブルもつきもの」という記事が記載されたが、記事においてエアロビックダン


























































































de mon.no,1983 年 1月号:p.104 
6）婦人生活社編集部(1983)今こそ、エアロビクス徹底研究.婦人生活,37(9):p.114  
7）集英社編集部(1983)とりあえずホームレッスン！何でも利用してしまうが勝ち.Saison 





























































































































































































































































































































1）Kenneth H.Cooper(1968)AEROBICS.BantamBooks:New York 
2）Kenneth H.Cooper(1970)The new aerobics.M.Evans:New York 
3）Mildred Cooper and Kenneth H. Cooper(1972)aerobics for women.M. Evans:New York 
4）ケネス・H・クーパー著、広田公一、石川旦訳(1972)エアロビクス－新しい健康づくり
のプログラム.ベースボール・マガジン社:東京 
5）Kenneth H. Cooper(1977)the aerobics way.M. Evans:New York 
6）Kenneth H. Cooper(1982)THE AEROBICS PROGRAM FOR TOTAL WELL-BEING.M.Evans:New York 















15）石川旦(1994)クーパーの「エアロビクス」-考え方の変化-. Japanese journal of sports 
science13(5):pp.633-637 
16）Beth S. Swanson(1996)A History of the rise of aerobics dance in the United States 

























16）Laura Spielvogel(2003)Working out in Japan-Shaping the Female Body in Tokyo 
Fitness Clubs.Duke University Press:London 
17）三浦展・上野千鶴子(2007)消費社会から格差社会へ 中流団塊と下流ジュニアの未来.
河出書房新社:東京 





















































の実技指導 指導理論の A to Z(改訂版).日本エアロビックフィットネス協会:東京 




































































アロビクス.フィットネスジャーナル,11(1):pp.14－15    
(13)ハートフィールド・アソシエイツ編集部(2011)さよなら エアロビクス.フィットネ

































































































































































粧品会社のポーラ主催の「ポーラ エアロビック ワークアウト フェ
スティバル」展開
・エグザス青山オープン
・ヒビキマロが『健康な身体づくりのためのエアロビクス：ヒビキマ
ロのソーシャロビクス入門』を刊行
・FIA/JAPANがFIAの日本本部として誕生(FIA/USAに本部制)
・日本エアロビックフィットネス協会・JAFA(後に日本フィットネス
協会)設立
年次
社会一般 体育・スポーツ エアロビクス・エアロビックダンス
193
西暦 和暦
1984 昭和59 ・グリコ森永事件
・全日本柔道連盟が講道館と分離
・第1回全国一斉ウォークラリーの開催
・スポーツ仲裁裁判所の設立
・第23回オリンピック競技大会(ロサンゼルス)
・第14回冬季オリンピック競技大会(サラエボ)
・高橋正直の著書『美と健康を創るエアロビクス入門』刊行
・第1回ドールカップ(現在は文部科学大臣杯スズキジャパンカッ
プ)、いわゆる全日本エアロビック選手権大会が開催
・日本初のフィットネス専門誌『FIT』創刊
1985 昭和60
・筑波で科学万博開催
・日航ジャンボ機墜落事故
・NTT・JTの発足
・男女雇用機会均等法
・地方スポーツ振興費補助金交付要綱
・ユニバーシアード神戸大会の開催
・第1回ワールドゲームス(ロンドン)の開催
・FIA/USAの主催による世界で初めての国際大会(サンフランシスコ)
開催、FIA/JAPANが第1回ドールカップの入賞者を派遣
・雑誌『FIT』休刊
・雑誌『Fitness news』、F17フリーペーパー『DEAR FIT』が発行
・日本エアロビックフィットネス協会主催で初のワークショップ開催
・アメリカ生まれのスポーツショップ・オッシュマンズ原宿店オープ
ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・第
2回ドールカップ、いわゆる全日本エアロビック選手権大会が開催
1986 昭和61
・東京サミット
・スペースシャトル「チャレンジャー
号」打ち上げ失敗
・チェルノブイリ原発事件
・日本体育・学校健康センターの設立
・第1回冬季アジア大会(札幌)　　　　　　　　　　　　・
日本体育協会が「スポーツ憲章」を施行
・週刊誌「文芸春秋」が「エアロビクスは体に悪い!」、また「イン
ストラクターの調査で分かった『エアロビクスは身体によくない』と
いうデータ」という記事を掲載
・東京大学教育学部の沢井史穂らによる論文『エアロビックダンスに
伴う傷害の実態』は日本体育学会第38回大会号に掲載
・第1回全日本エアロビックチャンピオンシップ(後にジャパンナショ
ナルエアロビックチャンピオンシップ)が東京有楽町で開催
・『DEAR FIT』から改名され、月刊『Fitness Journal』が創刊
・日本初のACSM(アメリカスポーツ医学会)、HFI(ヘルスフィットネス
インストラクター)資格認定テスト開始
・第3回ドールカップ開催
1987 昭和62
・JRの発足
・ブラックマンデー
・リゾート法
・有明コロシアムの完成
・第1回福岡国際クロスカントリー
・第1回全国レクリエーション指導者研究大会開催
・第1回東京エアロビックセッション開催
・第4回ドールカップ、いわゆる全日本エアロビック選手権大会が開
催
1988 昭和63
・リクルート事件
・伊豆半島沖で群発地震
・イラン・イラク戦争休戦
・東京ドームの完成
・文部省体育局に競技スポーツ課の設置
・第2次国民健康づくり対策(アクティブ80ヘルスプラン)
・全国スポーツレクリエーション祭の開催
・第24回オリンピック競技大会(ソウル)
・第15回冬季オリンピック競技大会(カルガリー)
・世界最大のフィットネスインストラクター教育団体・AFAAの日本支
部AFAA JAPAN設立
・第1回フォーラムイン横浜開催
・日本エアロビックフィットネス協会主催の第1回ADI(エアロビック
ダンスインストラクター)認定試験開催
・ファンクブームの先駆者的存在、カーディオファンクのビリー・
グッドソン来日
・第5回ドールカップ
年次
社会一般 体育・スポーツ エアロビクス・エアロビックダンス
194
西暦 和暦
1989 平成1
・平成に改元
・消費税3％の導入
・ベルリンの壁崩壊
・JOVが日本体育協会から独立
・通商産業省にスポーツ産業研究会を設置
・21世紀へ向けたスポーツの振興方策について(保健体育審
議会答申)
・ジャザサイズジャパン設立
・第1回全日本エアロビクスコンテスト開催、ここで初めてアマチュ
ア枠が設けられた大会
・FIAがすべての本部事業を日本本部に一本化され、国際エアロビッ
ク連盟・IAFに改組
・第6回ドールカップ
1990 平成2
・大阪万博開催
・秋山豊寛が日本人で初めて宇宙へ
・生涯学習振興法
・千葉マリンスタジアム開業
・生涯スポーツコンベンションの開催
・IAF主催の第1回スズキワールドカップ開催
・第1回エアロビックヒットライン開催、関西初の大きなセッション
となる
・ステップエクササイズが登場
・第7回ドールカップ開催
1991 平成3
・信楽高原鉄道事故
・ソビエト連邦の消滅
・湾岸戦争開戦
・スポーツ振興基金の発足
・タッチラグビー第1回全日本大会
・東京国際女子マラソンの開催
・JOCに医科学プロジェクトを設置
・経済企画庁が余暇行政の推進方策に関する研究会を発足
・ユニバーシアード札幌大会の開催
・第2回スズキワールドカップ開催
・第2回エアロビックホットラインで、初代ベストインストラクター
が広中ミユキに決定
・第8回スズキジャパンカップ(「ドールカップ」からスズキジャパン
カップへ改名)
・ADIエグザミナー資格認定開始
1992 平成4
・地球サミット(リオデジャネイロ)で
「環境と開発に関するリオ宣言」
・「アジェンダ21」採択
・ユーゴスラビアが分離・独立
・サッカー日本代表監督に発の外国人監督ハンス・オフト
(オランダ)が就任
・第1回世界相撲選手権大会の開催
・第25回オリンピック競技大会(バルセロナ)
・第16回冬季オリンピック競技大会(アルベールビル)
・新ヨーロッパスポーツ憲章の採択
・第10回IDEA(ラスベガス)
・第3回スズキワールドカップ開催
・第9回スズキジャパンカップ
・IAFの日本事業は日本エアロビック連盟・JAFとして独立、初代理事
長に小西晃一が就任
・ADD(エアロビックダンスディレクター)資格認定開始
1993 平成5
・皇太子殿下ご成婚
・55年体制の崩壊
・環境基本法
・EUが発足
・Jリーグ開幕
・プロ野球FA制度の導入
・宮崎県のシーガイアがオープン
・ドーハの悲劇
・21世紀を展望した国民スポーツ振興計画策定の中間答申
(国民スポーツ協議会)
・第4回スズキワールドカップ
・第10回スズキジャパンカップ
・第11回IDEA(ニューオリンズ)開催
・第1回チームチャレンジ開催、技を競う大会ではなく、フィットネ
ス愛好者が気軽に参加できる大会としてスタート
1994 平成6
・純国産ロケットH2の打ち上げに成功
・松本サリン事件
・関西国際空港の開港
・NATOがボスニアを空爆
・子どもの権利に関する条約
・ミラノで第1回国際フットサル大会開催
・広島アジア大会の開催
・イチローがシーズン210安打を達成
・Vリーグ(バレーボール)開幕
・第17回冬季オリンピック競技大会(リレハンメル)
・第5回スズキワールドカップ
・第11回スズキジャパンカップ　・アクアエクササイズ「スピードア
クア」日本移入
・「スポーツエアロビクス」資格認定開始
年次
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1995 平成7
・阪神大震災
・地下鉄サリン事件
・WTOが発足
・ウィンドウズ95の開発
・総合型地域スポーツクラブ育成モデル事業の展開
・ユニバーシアード福岡大会
・第1回世界なぎなた選手権大会の開催
・野茂英雄がロサンゼルスドジャースへ移籍
・ボスマン判決
・第6回スズキワールドカップ
・第12回スズキジャパンカップ
・阪神大震災によって、全日本エアロビックチャンピオン開催中止の
危機に、歴代チャンピオンらが結束し、大会を続行させる。
・日本エアロビック連盟が日本体育協会と共催で「公認エアロビック
C級スポーツ指導員」養成講習会を開始
・国際体操連盟主催のワールドエアロビックチャンピオンシップ開催
・ダンベル体操ブーム
1996 平成8
・パーフェクTVが試験放送を開始
・ペルーで日本大使館占拠事件
・住専処理法成立
・第1回全日本フットサル選手権大会の開催
・2002年のサッカー・ワールドカップ開催地が日本と韓国に
決定
・第26回オリンピック競技大会(アトランタ)
・第7回スズキワールドカップ
・第13回スズキジャパンカップ
・全米で人気のバイクエクササイズ日本上陸
・チューブ体操が注目浴びる
1997 平成9
・消費税率を3％から5％へ引き上げ
・臓器移植法
・香港が中国に返還
・日本バレーボール協会がプロ選手を認知
・国立競技場でTOTO国際スーパー陸上の開催
・生涯にわたる心身の健康の保持増進のための今後の健康に
関する教育及びスポーツ振興の在り方について(保健体育審
議会答申)
・第8回スズキワールドカップ
・第14回スズキジャパンカップ
1998 平成10
・和歌山県で毒物カレー事件
・明石海峡大橋が開通
・北朝鮮がテポドンを発射
・特定非営利活動促進法(NPO法)
・サッカー・ワールドカップフランス大会の開催(日本が初
出場)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　・
中田英寿がペルージャへ移籍
・文部省がスポーツライフ21プロジェクトを推進
・第18回冬季オリンピック競技大会(長野)
・第9回スズキワールドカップ
・第15回スズキジャパンカップ
1999 平成11
・初の脳死移植
・ユーゴスラビア軍がコソボから撤退
・NTTの分社化
・石原慎太郎が東京都知事に就任
・PFI推進法
・広域スポーツセンター育成モデル事業の展開
・Jリーグ、横浜フリューゲルスが消滅
・第10回スズキワールドカップ
・第16回スズキジャパンカップ
2000 平成12
・インドネシアスマトラ島沖大地震
・そごうグループが倒産
・九州・沖縄サミットの開催
・地下鉄大江戸線の開通
・第3次国民健康づくり対策(21世紀における国民健康づくり
運動)の開始
・第27回オリンピック競技大会(シドニー)
・スポーツ振興基本計画
・第11回スズキワールドカップ
・第17回スズキジャパンカップ
2001 平成13
・小泉純一郎氏が内閣総理大臣に就任
・東京ディズニーシーの開園
・ジェノバサミット
・アメリカで同時多発テロが発生
・スポーツ振興くじの全国販売開始
・国立スポーツ科学センターの設立　　　　　　　　　　・
2008年オリンピック大会開催地が北京に決定
・第12回スズキワールドカップ
・第18回スズキジャパンカップ
年次
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2002 平成14
・小泉首相が訪朝
・ヨーロッパの単一通貨ユーロが流通
開始
・健康増進法
・サッカー、日韓共催ワールドカップ
・第19回冬季オリンピック競技大会(ソルトレークシティ)
・第13回スズキワールドカップ
・第19回スズキジャパンカップ
2003 平成15
・日本郵政公社の発足
・イラク戦争
・SARSが世界的大流行
・地方自治法(指定管理者制度の導入)
・有事関連3法設立
・日本スポーツ振興センターの設立
・日本スポーツ仲裁機構の設立　　　　　　　　　　　　・
東京スタジアムが「味の素スタジアム」に改称
・第14回スズキワールドカップ
・第20回スズキジャパンカップ
・日本エアロビック連盟が国際体操連盟とエアロビック競技ルールの
共用を決定
2004 平成16
・自衛隊のイラク派遣開始
・国立大学の法人化
・営団地下鉄・新東京国際空港公団の
民営化
・年金改革関連法成立
・スマトラ沖大地震
・近鉄・ダイエーがプロ野球から撤退、東北楽天ゴールデン
イーグリスとソフトバンクホークスが誕生
・プロ野球が初のストライキ敢行
・第28回オリンピック競技大会(アテネ)
・第15回スズキワールドカップ
・第21回スズキジャパンカップ
・日本エアロビック連盟が日本体育協会、日本体操協会に加盟
・JAFA　AOUAスタート
2005 平成17
・JR福知山線脱線事故
・耐震偽装問題
・愛知県で国際博覧会の開催
・トップリーグ連携機構の設立
・JOCがシンボルアスリート制度を導入
・第16回スズキワールドカップ
・第22回スズキジャパンカップ
2006 平成18
・安部晋三内閣の発足
・北朝鮮によるミサイル発射実験
・バスケットボール世界選手権を日本で開催
・第1回ワールドベースボールクラシックの開催　 　　　・
第20回冬季オリンピック競技大会(トリノ)
・第17回スズキワールドカップ
・第23回スズキジャパンカップ
・「JOCジュニアオリンピックカップ全国エアロビック選手権大会」
の開催が決定
・フィットネスダンス全国大会で「ひばりエクササイズ」発表
2007 平成19
・福田康夫内閣の発足
・北朝鮮と韓国による第2回南北首脳会
談
・東京が2016年オリンピック大会の開催地に立候補
・totoBIGの販売開始
・東京マラソンの開催
・第18回スズキワールドカップ
・第24回スズキジャパンカップ
・日本エアロビック連盟第2代理事長に知念かおるが就任
・日本エアロビックフィットネス協会が「日本フィットネス協会」に
改称
2008 平成20
・洞爺湖サミットの開催
・麻生太郎内閣の発足
・リーマンショック
・ナショナルトレーニングセンターの設立
・ホンダがＦ1から撤退、スズキと富士重工がWRCから撤退・
オンワードがアメフトから撤退を決定
・西武がアイスホッケー部休部を決定
・第19回スズキワールドカップ
・第25回スズキジャパンカップ
2009 平成21
・総選挙での自民党大敗により民主党
を中心とした政権の発足
・日産自動車野球部・卓球部・武富士バレーボール部・ミキ
プルーンテニス部・沖電気陸上部が休部を決定
・2016年オリンピック開催地がリオデジャネイロに決定
・第20回スズキワールドカップ
・第26回スズキジャパンカップ
年次
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2010 平成22
・上海で万国博覧会開催
・チリでM8.8の地震
・ビキニ環礁を世界遺産に登録
・尖閣諸島沖で海上保安庁の巡視船に
中国の漁船が衝突
・東北新幹線全線開通
・第21回冬季オリンピック競技大会(バンクーバー)
・イチローが10年連続200安打を達成
・第21回スズキワールドカップ
・第27回スズキジャパンカップ
2011 平成23
・東日本大震災、福島第1原発で大事故
・地上デジタル放送開始
・サッカーの女子ワールドカップ(ドイツ)で日本チーム「な
でしこジャパン」が優勝　　　　　　　　　　　　　　・
「スポーツ基本法」
・第22回スズキワールドカップ
・第28回スズキジャパンカップ
・第26回ユニバーシアード競技大会(中国・深圳)の正式種目となり、
日本エアロビック連盟がミックスペア、トリオ、エアロビックダンス
3部門に日本代表を派遣
2012 平成24
・尖閣諸島国有化
・安部晋三が第96代内閣総理大臣に就
任、後にアベノミックスが話題に
・東京スカイツリー竣工
・京都大学山中伸弥教授にノーベル生
理学賞決定
・第30回オリンピック競技大会(ロンドン)でメダル38個過去
最多
・第23回スズキワールドカップ
・第29回スズキジャパンカップ
2013 平成25
・松井秀喜、長嶋茂雄に国民栄誉賞
・富士山が世界遺産登録内定
・2020年オリンピック競技大会の開催地が東京に決定
・第24回スズキワールドカップ
・第30回スズキジャパンカップ
年次
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